
今
月
十
七
日
、
私
は
高
校
時
代
旧
知
の
あ
る
エ
ッ

セ
イ
ス
ト
に
、
原
稿
同
封
で
手
紙
を
出
し
た
。

拙
著
「
奇
妙
な
喫
茶
店
」
謹
呈
が
切
欠
と
な
り
、
今
迄

疎
遠
だ
っ
た
縁
が
繋
が
っ
た
の
で
、
次
期
作
品
の
安
曇
野

舞
台
「
奇
妙
な
猫
た
ち
」
の
序
文
を
お
願
い
し
よ
う
と

思
っ
た
か
ら
で
あ
る
。
あ
る
エ
ッ
セ
イ
ス
ト
と
は
、
猫

や
ポ
プ
リ
の
随
筆
、
シ
エ
ク
ス
ピ
ア
研
究
書
で
も
活

躍
の
元
我
が
松
本
西
町
隣
人
の
旧
姓
井
口
明
子
で
あ

り
、
彼
女
な
れ
ば
こ
そ
と
考
え
た
か
ら
で
あ
る
。

井
口
明
子
と
は
、
「
黒
部
の
太
陽
」
「
忍
ぶ
川
」
等
の

映
画
で
活
躍
の
ご
存
知
、
紫
綬
褒
章
受
賞
の
あ
の
熊
井
啓

監
督
夫
人
の
こ
と
で
あ
る
。
お
願
い
の
動
機
は
単
純
で
あ

る
。
ひ
と
つ
は
、
同
期
会
席
上
、
女
史
の
妹
の
桐
原
春
子

さ
ん
の
親
戚
に
出
逢
っ
た
こ
と
で
あ
る
。
も
う
ひ
と
つ
は
、

恵
比
寿
三
越
で
開
催
の
絵
本
作
家
の
個
展
の
折
に
見
た
、

平
成
十
年
刊
行
の
雑
誌
「
婦
人
公
論
」
に
あ
っ
た
。

過
日(

七
月
九
～
十
日)

、
「
四
十
五
周
年
の
集
い
」
と

銘
打
ち
、
Ｆ
高
校
第
十
二
回
卒
の
同
期
会
が
松
本
の
美
ヶ

原
本
温
泉
郷
の
ホ
テ
ル
翔
峰
で
開
催
さ
れ
た
。
私
は
、
初

め
て
同
期
会
な
る
会
に
出
席
し
て
み
た
。
在
松
本
の
幹
事

諸
兄
の
努
力
で
、
五
年
毎
に
実
施
さ
れ
て
き
た
と
い
う
が
、

私
は
恥
ず
か
し
な
が
ら
、
案
内
を
受
け
て
も
今
迄
殆
ど
こ

の
種
の
高
校
同
期
会
に
出
席
し
た
こ
と
が
な
か
っ
た
。

版
元
に
も
勧
め
ら
れ
た
の
と
、
前
小
説
が
松
本
で
好
評

な
の
に
気
を
よ
く
し
、
私
は
一
つ
の
構
想
「
奇
妙
な
～
」

ヽ

ヽ

ヽ

の
シ
リ
ー
ズ
化
を
密
に
狙
っ
て
い
た
。

こ
の
度
、
執
筆
の
小
説
を
「
奇
妙
な
猫
た
ち
」
の
題
名

ヽ

ヽ

ヽ

と
し
、
改
稿
中
で
あ
っ
た
。
草
稿
は
電
話
取
材
の
み
で
あ
っ

た
の
で
、
二
つ
の
寺
に
行
き
住
職
に
も
直
に
逢
っ
て
、
実

名
で
小
説
を
書
く
旨
の
了
解
や
ら
、
開
山
理
由
や
仏
像
に

つ
い
て
、
取
材
し
た
か
っ
た
の
で
あ
る
。
そ
う
し
た
安
曇

野
取
材
を
兼
ね
て
、
前
著
松
本
舞
台
の
「
奇
妙
な
喫
茶
店
」

ヽ

ヽ

ヽ

で
世
話
に
な
っ
た
人
々
に
も
御
礼
の
積
り
も
あ
り
、
前
日

の
八
日
か
ら
松
本
の
姉
の
所
に
泊
ま
っ
て
い
た
。
翌
日
以

降
の
同
期
会
参
加
は
、
い
わ
ば
つ
い
で
で
あ
っ
た
。

九
日
の
同
期
会
で
は
、
元
製
薬
会
社
勤
務
、
今
は
定
年

で
松
本
に
戻
っ
た
と
い
う
某
氏
と
話
が
弾
ん
だ
。
某
氏
も

私
同
様
、
退
職
後
一
念
発
起
、
絵
で
も
描
こ
う
と
画
材
道

具
一
式
を
購
入
し
た
が
、
未
だ
に
一
枚
も
描
い
て
い
な
い

と
自
嘲
気
味
に
語
っ
た
の
が
話
の
糸
口
で
あ
っ
た
。

先
方
も
、
私
の
元
い
た
会
社
が
医
薬
系
部
門
を
持
っ
て

い
た
こ
と
、
最
近
私
が
オ
マ
ケ
の
人
生
、
定
年
後
に
趣
味

で
松
本
舞
台
の
本
を
出
し
た
こ
と
、
私
の
友
人
に
画
家
や

芸
術
家
が
い
る
事
に
、
共
通
点
を
見
出
し
た
の
か
、
私
に

親
近
感
と
興
味
を
抱
い
た
も
の
と
見
え
る
。
後
日
、
電
話

で
明
子
女
史
と
話
し
た
折
、
某
氏
の
兄
さ
ん
が
、
実
は
妹

桐
原
春
子
さ
ん
の
ご
主
人
で
あ
る
こ
と
が
判
明
し
た
。

さ
て
二
つ
目
の
動
機
で
あ
る
が
・
・
・
。

絵
本
作
家
が
個
展
会
場
で
見
せ
て
く
れ
た
「
婦
人
公
論
」

写
真
記
事
は
「
昔
の
な
か
ま
」
と
い
う
連
載
企
画
の
同
窓

生
交
歓
の
風
景
で
あ
っ
た
。
そ
こ
に
高
校
美
術
倶
楽
部

(

ア
カ
シ
ヤ
会
と
呼
称
）
の
八
人
の
面
々
が
写
っ
て
お
り
、

中
に
昨
年
三
月
逝
去
の
芸
大
卒
の
彫
刻
家
Ｔ
君
と
細
君
、

熊
井
明
子
夫
人
と
絵
本
作
家
の
友
も
一
緒
に
写
っ
て
い
た
。

「
婦
人
公
論
」
編
集
部
と
の
段
取
・
文
書
共
に
す
で
に
出

版
会
に
名
の
通
っ
た
熊
井
夫
人
で
あ
っ
た
。

今
回
の
安
曇
野
舞
台
の
小
説
「
奇
妙
な
猫
た
ち
」
の
モ

デ
ル
は
、
そ
の
記
事
の
写
真
に
写
っ
て
い
る
一
人
の
愛
猫

家
の
彫
刻
家
で
あ
っ
た
か
ら
だ
。
熊
井
夫
人
が
多
忙
で
あ

る
こ
と
は
勿
論
知
っ
て
い
た
が
、
知
人
で
あ
る
彫
刻
家
が
、

モ
デ
ル
で
あ
る
こ
と
で
、
「
昔
の
な
か
ま
」
の
た
め
に
、

ひ
ょ
っ
と
し
た
ら
序
文
を
書
い
て
く
れ
る
の
で
は
・
・
と

い
う
虫
の
良
い
淡
い
期
待
が
あ
っ
た
。
熊
井
明
子
夫
人
は
、

彫
刻
家
の
細
君
と
も
親
交
が
あ
っ
た
か
ら
だ
。

程
な
く
し
て
、
明
子
女
史
か
ら
前
述
の
手
紙
の
返
事
が

き
た
が
、
案
の
定
多
忙
を
理
由
に
、
序
文
執
筆
は
お
引
受

け
で
き
な
い
由
の
断
り
で
あ
っ
た
。
代
わ
り
に
可
愛
ら
し

い
本
二
冊
が
、
家
内
へ
の
さ
さ
や
か
な
プ
レ
ゼ
ン
ト
に
と

同
封
さ
れ
た
き
た
。
文
面
に
よ
る
と
、
「
奇
妙
な
喫
茶
店
」

を
、
ポ
プ
リ
の
教
室
？
で
紹
介
し
て
く
れ
た
ら
し
く
嬉
し

か
っ
た
。
そ
れ
と
、
自
ら
の
体
験
と
称
し
、
物
書
き
の
先

輩
、
明
子
女
史
か
ら
の
指
摘
に
少
し
耳
が
痛
か
っ
た
が
、

そ
の
言
葉
は
助
言
と
し
て
と
て
も
有
難
か
っ
た
。

後
日
の
電
話
で
も
同
様
の
指
摘
を
受
け
た
。

読
者
を
広
く
掴
む
た
め
に
は
、
書
き
方
に
配
慮
が
い
る

と
の
こ
と
で
あ
っ
た
。
つ
ま
り
一
部
の
固
定
し
た
階
層
を

意
識
し
て
執
筆
す
る
の
で
は
な
く
、
広
く
多
く
の
人
に
共

通
認
識
を
持
た
せ
る
優
し
い
言
葉
使
い
が
重
要
で
あ
る
と

の
指
摘
で
あ
っ
た
。
プ
ラ
イ
ド
の
高
い
人
に
は
、
例
え
創

作
と
判
っ
て
い
て
も
、
自
慢
話
の
類
は
抵
抗
感
を
持
た
せ

る
し
、
未
経
験
の
読
者
で
あ
れ
ば
、
な
お
の
こ
と
そ
の
読

者
の
レ
ベ
ル
ま
で
降
り
て
い
く
、
細
か
い
配
慮
が
必
要
で

あ
る
と
・
・
。
著
者
の
品
位
を
落
と
す
よ
う
な
下
り
は
、

今
後
命
と
り
に
な
り
兼
ね
な
い
の
で
、
極
力
原
稿
か
ら
削

除
せ
よ
と
の
注
意
で
あ
っ
た
。
返
送
さ
れ
て
き
た
原
稿
を

読
み
返
す
と
、
明
子
女
史
の
指
摘
に
思
い
当
た
る
節
が
あ
っ

た
の
で
、
後
日
再
考
の
上
改
稿
す
る
予
定
で
あ
る
。

手
紙
で
も
電
話
で
も
、
最
後
の
明
子
女
史
の
指
摘
は
こ

う
で
あ
る
。
家
内
モ
デ
ル
の
小
説
を
書
く
こ
と
を
勧
め
ら

れ
た
の
で
あ
る
。
定
年
後
に
勝
手
気
儘
に
、
小
説
や
エ
ッ

セ
イ
執
筆
を
容
認
し
て
く
れ
る
妻
の
存
在
に
大
感
謝
せ
よ

と
の
指
摘
で
あ
っ
た
。
物
書
き
や
教
室
運
営
に
バ
リ
バ
リ

活
躍
の
傍
ら
、
熊
井
家
の
家
事
を
も
こ
な
す
主
婦
と
し
て

の
顔
や
、
ご
主
人
熊
井
啓
氏
の
妻
と
し
て
の
日
常
す
ら
、

そ
の
言
葉
の
裏
に
垣
間
見
え
る
気
が
し
た
の
で
あ
る
。

了

- 1 -

書
簡
随
想
録

平
成
十
七
年
七
月
二
十
九
日

エ
ッ
セ
イ
ス
ト
の
手
紙

た
な
か
踏
基


